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蘇
中
岳
第
一
火
口
は
、
昨
年
11

月
25
日
の
小
規
模
噴
火
以
降
、

活
発
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、
阿
蘇
火

山
防
災
会
議
協
議
会
は
、
現
在
、
火
口

周
辺
お
お
む
ね
１
㌔
範
囲
内
の
立
ち
入

り
を
禁
止
す
る
「
一
次
規
制
」
を
敷

き
、
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
、
山
上
広

場
で
は
夜
間
の
立
入
禁
止
や
防
災
行
政

無
線
等
に
よ
る
注
意
の
呼
び
か
け
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
関
係
機

関
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
噴
火
災
害
だ

け
で
な
く
、
降
灰
に
よ
る
土
石
流
災
害

等
に
も
対
応
で
き
る
予
防
的
防
災
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
に
「
第
25
回
全
国

火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
本
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
火
山
を
有
す
る
全
国
の

自
治
体
が
集
ま
り
、「
火
山
を
知
り
、

火
山
と
共
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
議

論
さ
れ
ま
す
が
、“
火
山
防
災
対
策
の

あ
り
方
”
の
方
向
が
示
さ
れ
る
実
り
多

き
会
議
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

国
の
財
政
支
援
策
で
あ
る
地
方
交
付
税

の
合
併
算
定
替
え
が
終
了
し
、
本
年
度

か
ら
段
階
的
に
交
付
税
額
が
削
減
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
行
財

政
改
革
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
定
員
適

正
化
を
図
り
な
が
ら
人
員
の
機
能
的
配

置
、
事
務
事
業
の
事
前
・
事
後
評
価
の

実
施
な
ど
成
果
を
重
視
し
た
行
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
国
の
地
方
創
生
に

関
す
る
交
付
金
は
、
各
自
治
体
が
本
年

度
中
に“
総
合
戦
略
の
策
定
”を
行
い
、

そ
の
企
画
・
立
案
の
内
容
に
よ
り
事
業

が
採
択
さ
れ
る
見
込
み
で
、
市
と
し
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
他
に
類
を
見

な
い
施
策
を
こ
の
総
合
戦
略
に
盛
り
込

み
“
魅
力
あ
る
阿
蘇
市
の
確
立
”
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
課
」
を
「
観
光
課
」
と
「
ま

ち
づ
く
り
課
」
に
再
編
し
、
新
し
い
時

代
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
総
務
課
に
は
「
防

災
対
策
室
」
を
設
置
し
、
火
山
防
災
対

策
の
充
実
と
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

避
難
誘
導
体
制
の
強
化
な
ど
、
地
域
と

共
作
し
た
防
災
・
減
災
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
な
ど
が
防
災
、
衛
生
、
景

観
な
ど
の
面
で
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
全
国

的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本

市
に
お
い
て
も
地
域
の
安
全
確
保
を
重

視
し
、
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
は
、
本
年

10
月
に
付
番
・
通
知
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
条
例
の
整
備
や
業
務
の
見

直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
各
課

と
連
携
し
、
情
報
漏
え
い
な
ど
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
厳
重
な
管
理
体
制
を
整

え
、
来
年
１
月
か
ら
の
運
用
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
制
度
の
周
知
を
図
り
ま

す
。

　

本
年
は
「
国
勢
調
査
」
の
年
で
あ

り
、
10
月
１
日
を
基
準
日
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
調
査
内
容
は
、
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
反
映
さ
れ
、
重
要
な
地
方
交

付
税
算
定
数
値
の
基
本
と
な
る
こ
と
か

ら
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
で
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
税
関
係
で
は
、
固
定
資
産
税
が
３
年

　
年
４
月
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
の
施
行
に
伴
い
新
設
す
る

「
阿
蘇
市
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
の
“
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
”と
し
て
運
用
を
開
始
し
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
一
体
性
を
持
ち

な
が
ら
生
活
困
窮
状
態
の
改
善
支
援
と

併
せ
、
多
重
債
務
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
機
能

的
な
相
談
窓
口
と
し
て
充
実
化
を
図
り

ま
す
。

特
集
　
平
成
27
年
度 

施
政
方
針
と
予
算

防
災
・
減
災
対
策
強
化

総
務
課
内
に
「
防
災
対
策
室
」
設
置

総
　
務

“
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
”

阿
蘇
市
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
設
置

生
　
活

ご
と
に
行
う
評
価
替
え
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
運
営
協
議
会
の
答
申
を

受
け
、
近
年
の
医
療
費
の
動
向
と
受
益

者
全
体
の
税
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
深
慮

し
、
や
む
な
く
７
年
ぶ
り
に
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
改
定
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
は
、
循

環
型
社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
、
４
月

か
ら
“
資
源
ご
み
”
と
し
て
、
空
き
箱

や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
の

回
収
を
始
め
ま
す
。
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
出
前
講
座
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
資
源
ご
み
の
抜
き
取
り
や

不
法
投
棄
発
見
の
た
め
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
快
適
な
生
活
環
境
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
阿
蘇
市
づ
く
り
を

阿

本

施
政
方
針
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童
福
祉
は
、
４
月
か
ら
「
子
ど

も
子
育
て
支
援
制
度
」
が
施
行

さ
れ
新
た
な
子
育
て
環
境
が
誕
生
し
ま

す
。

　
幼
児
教
育
と
保
育
を
容
易
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
や
認
定
こ
ど
も

園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、

放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
安
心
・
安
全

の
確
保
の
ほ
か
、
病
児
・
病
後
児
保
育

も
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
増
大
が
深
刻
化
し
、
本
年
度
か

ら
介
護
保
険
料
の
料
率
改
定
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
改
定
後
も
保
険

料
基
準
額
は
県
内
で
も
最
低
水
準
を
維

持
し
、
低
所
得
者
の
方
の
軽
減
措
置
を

強
化
す
る
な
ど
可
能
な
限
り
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、“
充
実
し
た
シ
ル
バ
ー
ラ
イ

フ
の
実
現
”
に
向
け
、
昨
年
一
般
法
人

化
し
た
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

を
軸
に
、
高
齢
者
の
方
の
知
恵
と
経
験

を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
は
開
院
か
ら
２

年
目
に
入
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
“
信

頼
の
持
て
る
病
院
”
を
念
頭
に
ス
タ
ッ

　
の
農
業
政
策
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

や
農
協
改
革
が
打
ち
出
さ
れ
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に

併
せ
て
、
農
地
集
積
に
よ
る
コ
ス
ト
低

減
に
向
け
た
大
規
模
農
家
の
育
成
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
噴
火
に
よ
る
降
灰

被
害
が
発
生
し
、
農
作
物
の
作
付
け

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
農
家
は
先
の
見
通

し
が
つ
か
ず
不
安
な
状
況
で
す
。

　
現
在
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
な
お
一
層
、

国
・
県
と
連
携
し
各
種
対
策
に
取
り
組

み
、
要
望
活
動
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
、

被
害
の
防
止・軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

長
期
化
に
備
え
施
設
園
芸
な
ど
へ
の
作

物
転
換
も
進
め
、
農
家
所
得
の
安
定
に

努
め
ま
す
。

　
国
が
進
め
る
地
方
創
生
事
業
は
、
農

業
分
野
に
お
い
て
も
大
き
な
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
り
、
本
市
へ
の
新
規
就
農
者
数

の
増
加
の
動
き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る

た
め
に
も
、
事
業
を
活
用
し
た
農
地
の

あ
っ
せ
ん
や
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

住
居
の
紹
介
な
ど
踏
み
込
ん
だ
総
合
窓

口
を
設
け
、「
阿
蘇
で
就
農
し
て
よ
か
っ

た
」と
実
感
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
４
月
オ
ー
プ
ン
す
る
「
阿
蘇
草
原
保

医
療
セ
ン
タ
ー
、
常
勤
医
師
増
員

地
域
完
結
型
の
医
療
体
制
充
実
を

医
療
福
祉

フ
一
同
努
力
す
る
と
と
も
に
、
地
域

完
結
型
の
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
常
勤
医
師
の

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
11
月
に

循
環
器
内
科
の
医
師
が
１
名
増
え
、
４

月
以
降
さ
ら
に
複
数
の
常
勤
医
師
が
決

ま
り
つ
つ
あ
り
、
診
療
体
制
の
充
実
が

図
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
蘇
登
山
道
路
側
か
ら
の
取

り
付
け
道
路
と
し
て
整
備
中
の
市
立
病

院
線
も
本
年
度
末
の
竣
工
を
目
指
し
ま

す
。

　
人
権
施
策
は
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

人
権
意
識
の
向
上
と
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
人
権
教
育
、

啓
発
を
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
阿
蘇
市
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
行
動
計
画
・
第
２
次
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

全
活
動
セ
ン
タ
ー
」
は
、「
草
原

情
報
館
」
と
「
草
原
学
習
館
」
が

連
携
し
、
草
原
再
生
を
大
き
な
目

標
に
、
多
く
の
人
た
ち
が
草
原
に

関
わ
り
、
学
び
、
体
験
し
、“
未

来
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
の
拠
点
施

設
”
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

地
方
創
生
事
業
を
活
用
し
た

新
規
就
農
者
数
の
増
加
を
加
速

経
　
済

　
本
市
の
山
林
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。
多
く
が
40
年
生
か
ら
50
年
生
と
伐

期
を
迎
え
て
い
な
が
ら
、
木
材
価
格
の

低
迷
や
山
林
を
所
有
す
る
方
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
間
伐
作
業

が
進
ま
ず
藪
化
し
、
山
腹
崩
壊
の
原
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
山
林
を
“
市
の
資
源
”

と
位
置
付
け
、化
石
燃
料
に
代
わ
る“
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
”と
し
て
、

薪
ス
ト
ー
ブ
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し

て
利
活
用
し
、
か
つ
地
域
雇
用
に
つ
な

が
る
地
方
創
生
事
業
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

施
政
方
針
を
述
べ
る
佐
藤
市
長

児

国
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年
９
月
に
世
界
認
定
さ
れ
た「
阿

蘇
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
前
面

に
押
し
出
し
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
意
識
し
、
人
と
自
然

の
共
作
「
然
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
フ
ル

活
用
し
、
外
国
人
を
含
め
た
さ
ら
な
る

誘
客
戦
略
を
図
り
ま
す
。

　
特
に
３
年
目
を
迎
え
た
「
然
」
の
ス

テ
ッ
プ
は
、「
然
」と
い
う
一
文
字
で「
阿

蘇
市
」
を
想
起
さ
せ
る
“
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
”
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
費
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
市
内
の
店
舗
で
共
通
し
て

使
用
で
き
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
常
の
道
路
・
河
川
の
維
持
管
理

に
加
え
、
道
路
環
境
の
整
備
は
、

阿
蘇
市
幹
線
道
路
整
備
事
業
と
し
て
、

内
牧
千
丁
線
の
用
地
測
量
や
不
動
産
鑑

　
月
か
ら
教
育
委
員
会
制
度
が
改

正
さ
れ
、
教
育
委
員
長
と
教
育

長
を
一
本
化
し
た
「
新
教
育
長
」
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

　
地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
の
明

確
化
と
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構

築
、
首
長
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を

図
り
、
両
者
が
教
育
の
方
向
性
を
共
有

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
規
模
適
正
化
計
画
は
、
引
き
続

き
来
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、
一
の
宮

中
学
校
区
の
統
合
小
学
校
建
設
に
取
り

衛
生
面
も
さ
ら
に
強
化
し
“
児
童
・
生

徒
が
毎
日
楽
し
み
に
す
る
給
食
づ
く

り
”
に
努
め
ま
す
。

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業
は
、

重
要
文
化
的
景
観
へ
の
選
定
に
向
け
た

地
域
説
明
会
や
関
係
団
体
へ
の
説
明
会

を
開
催
し
、
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
阿
蘇
郡
市
共

通
の
景
観
保
全
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

消
費
拡
大
と
地
域
経
済
活
性
化

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
発
行

商
業
・
観
光

　

市
民
の
方
だ
け
で
な
く
観
光
客
の

方
々
も
購
入
で
き
る
方
法
を
取
り
入

れ
、噴
火
の
影
響
で
落
ち
込
ん
だ
商
業・

観
光
業
消
費
の
拡
大
へ
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
は
一
層
深

刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
口
の
流

出
や
減
少
を
抑
制
し
、
定
住
化
を
促
進

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
方

で
は
、
田
舎
暮
ら
し
に
魅
力
を
感
じ
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
い
と
い
う
問

い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
た
め
「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」
を
通
し
て
広
く
情
報

を
発
信
し
、
人
口
増
加
と
定
住
化
に
努

め
ま
す
。

将
来
に
つ
な
が
る

生
活
基
盤
の
整
備
に
向
け
て

イ
ン
フ
ラ

定
、
下
西
河
原
塩
井
線
の
用
地
購
入
、

池
田
赤
溝
線
の
道
路
改
良
工
事
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　
災
害
復
旧
工
事
で
は
、
鷲
の
石
橋
を

は
じ
め
と
す
る
４
つ
の
橋
が
開
通
間
近

と
な
り
ま
し
た
。
県
の
激
特
事
業
に
よ

る
宅
地
嵩
上
げ
、
輪
中
堤
な
ど
の
整
備

が
平
成
29
年
度
終
了
を
目
指
し
本
格
化

す
る
中
、
よ
り
住
民
の
方
々
が
納
得
で

き
る
工
事
に
な
る
よ
う
、ま
た
、治
山・

治
水
対
策
を
引
き
続
き
行
い
、
将
来
に

わ
た
る
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
、「
黒

川
激
特
事
業
及
び
川
づ
く
り
に
係
る
連

絡
協
議
会
」
な
ど
を
通
じ
て
県
や
関
係

機
関
に
働
き
か
け
、
強
い
意
志
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
は
、
災
害
で
破
損
し
区

域
拡
張
工
事
を
進
め
て
い
た
古
城
地
区

へ
の
給
水
を
６
月
に
開
始
予
定
で
あ

り
、
災
害
復
旧
事
業
が
ほ
ぼ
終
了
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
上
水
の
安

全
・
安
定
供
給
を
図
り
、
事
業
の
経
営

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
黒
川
・
坊
中
地
区

等
の
管
渠
整
備
、
長
寿
命
化
計
画
に
よ

る
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
築
更
新

や
老
朽
管
渠
の
改
修
を
行
い
、
適
正
な

維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
の
補
助
を
引
き
続
き
行
い
、
生
活

環
境
の
改
善
と
快
適
な
く
ら
し
を
推
進

し
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
整
備
と
小
・
中
学
校
連
携

新
校
名
は
「
一
の
宮
小
学
校
」

教
　
育

組
み
ま
す
。

　
校
名
が
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
統
合
準

備
委
員
会
、
校
名
選
定
委
員
会
に
よ
る

審
議
の
結
果
、「
一
の
宮
小
学
校
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
当
校
で
は
教
員
や
子
ど
も
た
ち
が
交

流
す
る
小
・
中
学
校
連
携
と
防
災
拠
点

化
を
進
め
ま
す
。　

　
一
の
宮
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
と

全
体
的
な
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
阿

蘇
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
統
合
を
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
改
修
事
業
を
行
い
、

昨通

４
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阿蘇火山等防災対策事業 3,089 万円

第 25 回全国火山砂防フォーラム開催事業 151 万円

阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費） 4 億 1,119 万円

消防団活動事業 6,715 万円

消防施設等整備事業（防火水槽等） 3,926 万円

防災行政無線管理事業 1,311 万円

地方バス運行等特別対策事業 6,842 万円

乗合タクシー運行事業 525 万円

光ネットワーク事業 2,477 万円

社会保障・税番号制度整備事業 3,914 万円

社会福祉協議会運営費負担金 4,845 万円

高齢者住宅改造助成事業 420 万円

老人クラブ連合会活動促進事業費補助事業 965 万円

敬老会補助事業 840 万円

重度心身障害者医療費助成事業 7,500 万円

自立支援医療費助成事業 3,671 万円

自立支援給付費 6 億 4,796 万円

生活保護扶助費 3 億 4,735 万円

保育園運営事業（公立・民間） 15 億 8,638 万円

乳幼児医療費助成事業 4,350 万円

児童生徒医療費助成事業 1,800 万円

児童手当事業 4 億 1,337 万円

育児・児童扶養手当事業 1 億 5,900 万円

母子家庭支援事業 890 万円

放課後健全育成事業 1,500 万円

輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業 1,022 万円

救急医療対策事業（在宅輪番医制事業）委託料 162 万円

予防接種委託事業 9,245 万円

各種検診委託事業 4,750 万円

妊婦・乳幼児健診等委託事業 1,900 万円

国民健康保険事業（特別会計） 46 億 1,823 万円

介護保険事業（特別会計） 30 億 8,107 万円

後期高齢者医療事業（特別会計） 3 億 8,616 万円

鍼灸券給付事業（特別会計） 280 万円

阿蘇市病院事業（企業会計） 30 億 5,354 万円

人権啓発事業 2,064 万円

コミュニティーセンター・カルデラＡＳＯ運営事業 3,760 万円

男女共同参画事業 131 万円

青年・新規就農者支援補助事業 2,725 万円

環境保全型農業直接支払事業 681 万円

阿蘇地域世界農業遺産推進事業 121 万円

農道整備事業 7,259 万円

県営経営体育成基盤整備事業 3,925 万円

多面的機能支払交付金事業 4 億 1,024 万円

経営所得安定対策推進事業 1,134 万円

農業経営高度化支援事業（阿蘇３期 [ 三久保・狩尾 ]） 4,300 万円

中山間地域総合整備事業 638 万円

家畜導入補助事業 1,809 万円

牛異常産予防接種・放牧寄生虫駆除薬補助事業 510 万円

阿蘇あか牛草原再生事業 1,833 万円

間伐材供給安定化緊急対策事業 3,559 万円

林道整備事業 1,452 万円

単県治山事業 1,350 万円

森林整備地域活動支援交付金事業 479 万円

草原情報館管理事業 700 万円

市道維持・新設改良事業 2億1,569万円

幹線道路（支線）整備事業 2億8,500万円

橋梁維持補修事業 9,200万円

河川維持改修事業 4,227万円

市営住宅ストック改善事業 1億660万円

波野簡易水道施設整備事業（企業会計） 4,500万円

上水道施設更新整備事業（企業会計） 2億2,817万円

黒川地区管渠整備事業（特別会計） 1億3,000万円

下水処理場改築事業（特別会計） 1億6,170万円

　総 務

消費生活センター運営事業 402 万円

生活困窮者対策事業 861 万円

阿蘇広域行政組合負担金
（火葬、ＲＤＦ・リサイクル施設、最終処分場、し尿処理等） 8 億 9,022 万円

塵芥収集運搬事業 4,540 万円

合併処理浄化槽設置整備事業 4,712 万円

交通安全対策事業 1,658 万円

地籍調査事業 2,245 万円

　生 活

景観整備・商店街活性化補助事業 810 万円

国内観光客誘致補助事業 150 万円

阿蘇の花の祭典補助事業 600 万円

地域振興イベント補助事業 500 万円

阿蘇くじゅう観光圏負担金 500 万円

阿蘇「草・観・然」活性化補助事業 2,150 万円

健康づくりの郷推進補助事業 900 万円

コミュニティ助成事業 2,080 万円

特産物推進事業 360 万円

阿蘇市プレミアム商品券発行事業（平成 26 年度繰越事業） 6,253 万円

世界ジオパーク推進委託事業（平成 26 年度繰越事業） 1,440 万円

阿蘇地域観光国際化推進事業（平成 26 年度繰越事業） 95 万円

地方創生先行型補助事業（平成 26 年度繰越事業） 2,500 万円

空き家情報ホームページ作成事業（平成 26 年度繰越事業） 60 万円

草原観光拠点づくり構築委託事業（平成 26 年度繰越事業） 500 万円

　商業・観光

外国語指導助手配備事業 1,032 万円

電子黒板・デジタル教科書導入事業 4,953 万円

阿蘇小学校駐車場整備事業 730 万円

一の宮中校区統合小学校建設事業 19 億 779 万円

一の宮中学校耐震補強・改修等事業（Ⅱ期） 3 億 4,835 万円

武道場天井落下防止事業（阿蘇・一の宮中学校） 4,371 万円

阿蘇給食センター改修等事業 9,935 万円

生涯学習事業（各種講座等） 167 万円

阿蘇市子ども芸術祭補助事業 200 万円

文化協会・郷土芸能保存活動補助事業 208 万円

文化財保存補助事業 172 万円

阿蘇市公民館・各分館活動補助事業 525 万円

阿蘇図書館エアコン新設等工事 600 万円

世界遺産登録推進事業 1,670 万円

第 71 回熊本県民体育祭阿蘇大会準備委員
会・実行委員会負担金

318 万円

熊本県中体連夏季総合体育大会阿蘇大会負担金 126 万円

各種スポーツ大会補助事業 263 万円

　教 育

　経 済

　インフラ

　医療福祉

平成 27 年度の主な事業
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特集　平成 27 年度 施政方針と予算 当初予算
「合併してよかった」、

「阿蘇市に住んでいてよかった」と
実感できるまちづくりに向けて。

3 月に行われた第 3 回阿蘇市議会定例会で、平成 27 年度の当初予算が承認されました。
一般会計当初予算は、一の宮中校区統合小学校建設事業などの実施に伴い、前年度に比
べて 11 億 7,468 万円増加し、過去最大の約 169 億円の予算編成となりました。なお、
これに特別会計と企業会計を加えた全会計の予算総額は約 300 億円となりました。
市民の皆さまが安心・安全に暮らすことのできるまちづくりをより一層進めていきます。

市税（16.9％）
28億 5,702 万円

繰入金（8.4％）
14億 1,394 万円

その他の収入（4.3％）
7億 1,992 万円

繰越金（1.5％）
2億 5,000 万円

地方交付税（31.6％）
53億 5,000 万円

国・県支出金（21.9％）
37億 643 万円

市債（11.7％）
19億 8,490 万円

各種交付金（3.8％）
6億 4,801 万円

自主財源（31.0％）
依存財源（69.0％）

○地方譲与税　1億 7,390 万円
○ゴルフ場利用税交付金　2,380 万円
○利子割交付金　360 万円
○自動車取得税交付金　1,850 万円
○配当割交付金　1,020 万円

※

※各種交付金の内訳

歳 入 169 億 3,022 万円

教育や福祉、土木、農政、商工観光振興事業など
市の基本的な行政運営を行う会計一般会計

○地方特例交付金　421 万円
○株式等譲渡所得割交付金　250 万円
○交通安全対策特別交付金　590 万円
○地方消費税交付金　4 億 540 万円

（前年度比：＋ 7.5%）
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民生費（31.5％）
53億 3,369 万円

教育費（20.8％）
35億 1,468 万円

総務費（9.1％）
15億 4,451 万円

公債費（9.0％）
15億 1,462 万円

衛生費（8.9％）
15億 378 万円

土木費（7.3％）
12億 3,729 万円

農林水産業費（6.1％）
10億 3,078 万円

消防費（3.2％）
5億 3,993 万円

商工費（2.6％）
4億 4,447 万円 議会費（0.9％）1億 5,410 万円

その他の支出（0.7％）
1億 1,237 万円

歳 出 169 億 3,022 万円

0 50 100 150 200 250 300 350

●当初予算の対前年度比較

平成 27年度

平成 26年度

一般会計

一般会計

特別会計 企業会計

特別会計 企業会計

169億3,022万円 90億350万円 40億1,838万円

157億5,554万円 85億1,400万円 32億6,333万円

299億 5,210万円

275億 3,287万円

（+24億 1,923 万円）

（前年度比：＋ 7.5%）

（単位：億円）

一般会計とは別に特定の
収入支出により処理される会計

特別会計

国民健康保険事業 46 億 1,823 万円
介護保険事業 30 億 8,107 万円
下水道事業 7 億 6,615 万円
後期高齢者医療事業 3 億 8,896 万円
阿蘇山観光事業 1 億 462 万円
財産区事業 4,428 万円
土地改良事業 20 万円

●特別会計別予算額

独立採算による特定の
事業を経理する会計

企業会計

●企業会計別予算額
水道事業 9 億 6,484 万円
病院事業 30 億 5,354 万円

（一般会計予算に関するお問い合わせ）

市役所財政課�財政係
☎ 22-3204

※その他の会計はそれぞれの担当部署にお問い合わせください。


